
１人１台端末の「知る」「慣れる」「活用する」を支える授業参考事例

１ 児童生徒の思い・教員の思い

２ 単元目標

・販売会までに、多くの製品を作る必要があることや、自分の目標、班の目標が分かる。（知識及び技能）

・目標に向かって作業ができているか確かめたり、見通しをもったりしながら作業をすることができる。

（思考力，判断力，表現力等）

・販売会でたくさんの製品を届けたいという思いをもって製品作りをしようとしている。（学びに向かう力

人間性等）

３ 単元における生徒の学び （これまでの実践×ICT＝資質・能力を育む新たな実践∞）

各工程の製品数を把握、共有し、自分たちで計画を立てて取り組む活動

（作業学習）
キーワード：生徒主体の作業学習 クラウドの活用 協働的な学び（各工程の協力）

共有クラウド

・入力した出来高をスプレッド

シートに反映

・班員や担当教員は別の端末で

出来高を共有

・進捗状況の確認

・手数が必要な作業担当に加勢

・不足している作業製品を確認

カメラアプリ

・製品の写真撮影

モニター

・出来高の共有

・班員への報告

・製品作りの進捗状況を全体で

確認することができ、進める

べき作業内容を明確にする

ことができる。

・出来高の共有がしやすくな

り、班員同士での話し合いを

充実させることができる。

・製品の写真を撮影すること

で、良品のポイントを焦点化

して意識することができる。

作業計画

・班長や各工程のリーダ

ーを中心に計画

製品管理

・完成品の個数確認

・各工程の製品数の確認

・記録用紙に記入

製品づくり

・任された工程を担当

生徒達は、販売会の成功に向けて、製品作りに取り組んでいます。自分が担当す

る作業工程だけでなく、作業班全体の進捗状況を生徒達自身で把握して共有し、生

徒達同士で声を掛け合いながら、目標に向けて協働的に製品作りに取り組んでほし

いです。

販売会でお客様に陶芸班の作業製品をたくさん販売して喜んでもらいたいです！

販売会までに必要な数の作業製品を作りたいので、製品作りがどこまで進んでい

るかをみんなで確認して、作業計画を立てて取り組みたい！

経験した方法を汎化し、

生活の中で活用していく。

これまでの実践 知る 慣れる 活用する



４ 授業の様子

５ 授業を通して

①作業日誌記入
・今日の目標
・作業出来高確認

②朝礼

③作業開始
・作業製品製作
【たたら班】
・粘土づくり
・粘土切り
・たたら成形
・やすり掛け
【流し込み班】
・流し込み
・やすり掛け
【釉薬班】
・乾燥製品のやす
り掛け

・本焼き製品のや
すり掛け

・窯入れ
・釉薬掛け

・良品確認

④片付け・清掃

⑤日誌記入
・振り返り、反省

⑥終礼
・各グループから
の報告

陶芸班

2025/3/3 作成

静岡県総合教育センター

各工程がGoogle フォームで入力した製品数を、共有クラウド上のスプレッドシート

の出来高表で確認することで、生徒達は自分の作業分担だけでなく、他グループの様子

を気にする姿が見られ、生徒達自身で作業を進めていく雰囲気作りにつながりました。

また、生徒達が自発的に対話をすることも増えました。どのように進めたら良いかを教

師に対して質問することも多くなり、作業におけるコミュニケーションの指導の機会を

設定することにもつながりました。

完成品や各工程の数を確認して、作業日誌に
今日の目標を記入しておきましょう。

製品作りはどこまで進んでいるかな･･･
共有クラウドで確認してみよう。

たたら班は、粘土作りが順調だね。
流し込み班のやすりがけの仕事が大変そうだよ。

流し込み班のリーダーとして、今日はやすりがけ
を集中して進めよう！

【作業日誌記入】

【作業中の調整】

【良品の管理】

【終礼】

釉薬がはがれているところがあるね。はがれて
いるところに気付いてほしいから、タブレット
で写真を撮って見てもらおう。

なるほど！写真を拡大できるから、はがれている
ところが分かりやすいよ。

釉薬班の仕事がなくなりそうだね。
班全体の進み具合を確認してみよう。

流し込み班のやすりがけの仕事がまだたくさんあるね。

釉薬班には、やすりがけの仕事を手伝ってもらうように伝えよう。

端末の出来高表を、モニターに映してみん
なで見てみよう。

やすりがけを手伝ってくれたから、だいぶ作業が進んだね。

次回の釉薬班の作業が増えてきたね。次の時間はがんばるぞ！

たたらも少なくなってきたから、がんばって作らなきゃ！

作業棚の製品や共有クラウドの出来高表を見ることで、班全体の作業の進捗状況が確
認できます。対応をどうするか、教師や友達に相談する機会を作ることができます。

実物だと不備の箇所を焦点化して見ることが難しい場合にも、拡大することで改
善点に気付きやすくすることができます。友達と話し合う機会が生じることで、対話
をとおした協働的な学習場面を設定することができます。

表の数字を見ることで、作業班全体の進捗状況をみんなで確認することが
できます。他のグループの進捗状況と見比べることで、次への意欲を高める
ことにつながります。

共有クラウドの出来高表を確認することで、各グループのリーダーは作業班全体の進
み具合を確認し、この時間に重点的に進める作業内容を検討することができます。

角皿４枚、長皿６枚のやすりがけが終わったから
フォームに入力するね。
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１人１台端末の「知る」「慣れる」「活用する」を支える授業参考事例 ワークシート

１ この事例の児童・生徒の「夢」や「願い」は何でしょうか。

２ 児童・生徒の「夢」や「願い」を実現するために、端末のどのような強みを生かしているでしょうか。

３ この事例を参考に、目の前の児童・生徒の「夢」や「願い」を実現するために、どのような実践をした

いと思いますか。

校内研修や学部・学年研修等で、御活用ください。

動画資料「端末活用のポイント」から


